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・Moodleの小テスト機能は、授業の復習に効果的です。 

・小テストの問題は記述問題を除いて、自動的に採点されます。 

即時に回答を表示でき、繰り返し受験を設定することも可能です。 

・教師は、正答・誤答に対し、それぞれ開設（フィードバック）を設定することが出来ます。 
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小テスト機能 
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＜基本的な問題の作り方＞ 

 

小テストの枠組みを作成する 

 

①自分のコースを開き、「編集モードの開始」をクリック 

 

 

②「活動またはリソースを追加する」をクリック 
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③「小テスト」選択し「追加」をクリック 
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④「名称」、「説明（任意入力）」を入力し、テストの設定を行う 

 

 

 

  

説明を入力した場合はチェックを入れる 

Yes にチェックを入れ、 

テストの公開日時と終了日時を設定する 

 

接続トラブル等を考慮するなら、終了日時は余

裕をもって日時を設定する 

 

開始日時を過ぎてから変更しても反映されない 

制限時間を入力する 

制限時間を経過した場合 

※初期設定は「開いている受験は自動的に送信

されます」学生が小テストを開いている場合は

送信される 
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制限時間を経過した場合の他の設定について 

 

 

※「開いている受験を送信できる場合は、送信猶予期間期間を設けますが、問題には解答できません」 

→送信猶予期間を設定し、その期間内であれば学生は送信のみ行うことができます。 

 

※「受験は制限時間内に送信される必要がありますが、そうでない場合はカウントされません」 

→学生が制限時間内に送信できない場合は受験が無効となり、自動採点対象になりません。 

 

 

 

 

記述問題等がない場合は合格点を設定しておく

と、自動採点後に合否を判断する 

受験回数の設定が出来る 

無制限に設定すると期間内に何度でもやり直し

が出来る 

問題の表示の仕方 

１ページにすべてを表示させたい場合は「なし、

すべての問題を１ページに表示する」を選択する 

問題をシャッフルする場合 Yes にする 

※問題の参照もで

きません 
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⑤作成した小テストクリック 

 

 

⑥「小テストを編集する」をクリック 

 

  

学生に見せたい項目、見せたくない項目

を設定する 

全ての設定が終わったら「「保存してコ

ースに戻る」をクリック 
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⑦左のグレーボックスの中の「問題バンク」をクリック 

 

⑧「新しい問題を作成する」をクリック 
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⑨各種問題を作成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここまで作成を終えたら＜各種問題の作り方＞にて問題を作成する 
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小テストを作成する 

①左下のボックスにある「小テストを編集する」をクリック 

 

 

②追加をクリックし問題バンクからを選択する 

 

 

 

 

③追加したい問題にチェックを入れ、「選択した問題を小テストに追加する」をクリック 
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④追加された問題は基本的に 1 ページずつ表示されるため、1 ページに収めたい場合は問題の間のアイコンをク

リック 

 

 

 

 

⑤すべての問題を入れ終えたら「保存」をクリック 

 
 

 

最大評点：何点満点にするか設定 

問題をシャッフルする場合はチェック 

合計評点：現在追加されている問題の合計点 

問題の位置を移動させる場合は十字をクリックしながら移動 
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⑥ページ上部から「小テスト（任意の名称で作成した小テスト）」のリンクをクリック 
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＜各種問題の作り方＞ 

 

【○／✕問題】 

1、「○／✕問題」を選択し、「追加」をクリック 
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2、「問題名」、「問題テキスト」、「デフォルト評点」を入力 

 

3、正解（○or✕）を選択 

 

 

4、入力が済み次第、「変更を保存する」をクリック 

 

 

正解や不正解対するフィードバックがあれ

ば入力する 
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5、問題バンクに登録完了 

 

 

 

 

 

 

  

ここまで作成を終えたら＜小テストを作成する＞にて作成する 
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【記述問題】 

1、「記述問題」を選択し、「追加」をクリック 

 

 

2、「問題名」、「問題テキスト」、「デフォルト評点」を入力 
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3、答えを入力する 

 

 

 

大文字小文字を区別する場合は設定 

正解が２つ以上の場合は、単語と間

に＊をいれる 

上記の回答以外を正解にしない場合＊を入れる 

上から順に判断されるため、順序を間違えないよ

うに気をつける 
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4、入力が済み次第、「変更を保存する」をクリック 

 

5、問題バンクに登録完了 

 

 

 

 

 

 

  

ここまで作成を終えたら＜小テストを作成する＞にて作成する 
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【多肢選択問題】 

1、「多肢選択問題」を選択し、「追加」をクリック 

 

 

2、「問題名」、「問題テキスト」、「デフォルト評点」を入力 
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3、答えを入力する 

 

 

 

複数回答にする場合は変更する 
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4、入力が済み次第、「変更を保存する」をクリック 

 

5、問題バンクに登録完了 

 

 

 

 

 

 

  

ここまで作成を終えたら＜小テストを作成する＞にて作成する 
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【数値問題】 

1、「数値問題」を選択し、「追加」をクリック 

 

 

2、「問題名」、「問題テキスト」、「デフォルト評点」を入力 
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3、答えを入力する 

 

 

 

4、入力が済み次第、「変更を保存する」をクリック 

 

 

単位が必須かどうかの選択ができる 

基本の単位、そして近しい単位を設定する 
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5、問題バンクに登録完了 

 
 

 

 

 

 

  

ここまで作成を終えたら＜小テストを作成する＞にて作成する 
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【作文問題】 

1、「作文問題」を選択し、「追加」をクリック 

 

 

2、「問題名」、「問題テキスト」、「デフォルト評点」を入力 
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3、答えの設定を行う 

 

 

4、入力が済み次第、「変更を保存する」をクリック 

 

5、問題バンクに登録完了 

 
 

添付ファイルで提出させる場合は Yes にする 
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ここまで作成を終えたら＜小テストを作成する＞にて作成する 
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【穴埋め問題】 

※ＰＣの環境により、配布ツールは使用できない場合があります。 

※事前準備（初回のみ） 

a.配布ツールを PCにダウンロードする 

（https://www.itc.u-toyama.ac.jp/moodle3/tool/zip/QT_DDMarker.zip） 

 

b.zipファイルを展開し、展開後のフォルダの QT_Cloze.exeをダブルクリック 

  

 

c.新規作成の有無を聞かれるので「はい」をクリック 

 
 

d.ここまで開けたら次は問題作成をします。 

 

 

https://www.itc.u-toyama.ac.jp/moodle3/tool/zip/QT_DDMarker.zip
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1、Wordに穴埋めにする問題文を作成する 

 

 

2、穴埋めしたい場所に黄色のマーカーで印をつける 

 

 

 

必ず先頭に”問題”と入れる。 

（”問題”以降の文章を穴埋め問題の内容と認識するため） 
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3、任意の名前をつけて保存 

 

 

4、ツールを立ち上げ、作成した Wordファイルをドラッグ＆ドロップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：他に wordファイルを開いている場合は

強制的に閉じられてしまうので、もし開いて

いる場合は保存を行ってから作業をする 
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5、自動でプレビューが表示されるため確認する 

 

 

6、先程作成した問題（wordファイル）と同じ場所に XMLファイルとフォルダが作成されている事を確認する 

 
 

 

7、Moodleを開き、＜基本的な問題の作り方＞①〜⑥までを行う 

 

8、左のグレーボックスの中の「問題バンク＞インポート」をクリック 
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9、「Moodle XML フォーマット」にチェックを入れ、フォルダ内にある XML ファイルをドラッグ＆ドロップした

後、インポートをクリック 
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10、インポートされたのを確認し、「続ける」をクリック 

 

11、問題バンクに登録完了、 

 

 

 

 

 

  

ここまで作成を終えたら＜小テストを作成する＞にて作成する 
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＜小テストの受験＞ 

 

教員として小テストを受験する（プレビュー機能） 

 

1、作成した小テストをクリック 

 

 

2、左のグレーボックスの中の「プレビュー」をクリック 

 

 

3、小テストの見え方を確認し、終えたら右下の「テストを終了する」をクリック 
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4、確認画面が表示されるため「すべての回答を送信して採点待ちにする」をクリック 

 

5、「すべての回答を送信して採点待ちにする」をクリック 

 

 

6、結果が表示される 
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学生が小テストを受験する 

 

1、コースを開き小テストをクリック 

 

 

2、「問題を受験する」をクリック 

 

 

3、テストを行い、終えたら右下の「テストを終了する」をクリック 

 

 

4、テストのレビューが確認できる 
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5、右下の「レビューを終了する」をクリック 

 

 

6、受験後はこのような表示となる（1回のみ受験を受け付けている場合） 

 

 

  



37 

 

＜評点の見方＞ 

 

1、編集モードにした後、コースの中の小テストをクリック 

 

 

2、左のグレーボックスの「受験結果＞評定」をクリック 
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3、学生の評定を確認する 

  手動で評定する必要のある項目は「要評定」と記載がある 
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4、左のグレーボックスの「受験結果＞手動評定」をクリック 

 

 

5、「すべてを評定する」をクリック 

 

 

6、「受験順」を「学生姓順」に変更し、「オプションを変更する」をクリック 
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7、学籍番号順で手動評定項目が表示されるので入力する 

  入力を終えたら下部の「保存して次のページに移動する」をクリック 

 

 

 

8、左のグレーボックスの「受験結果＞評定」をクリック 
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9、手動評定が終わると評点とグラフが表示される 
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＜学生を個別に再受験させる（ユーザーオーバーライド）＞ 

ユーザーオーバーライドの設定することで、再試験を行うことが可能になります。 

再試験は同一の問題を最初から受験させることができます。 

問題を途中から受験させることはできません。 

部分的に解答させる場合は、別途小テストを準備し、利用制限等を設定します。 

 

①対象の小テストを選択し、左のメニューのユーザーオーバーライドをクリック 

 

 

②ユーザーオーバーライドを追加するをクリック 
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③検索をクリックし、対象者を選択する（一人ずつ設定） 

 

 

④開始日時、終了日時、制限時間、受験可能回数を設定し、保存をクリック 

  

  

該当者を一人選択 

検索をクリックし 

受験可能回数は 

本試験が１回にしていた場合、 

２回を選択 
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⑤ユーザーオーバーライドが設定される 

 

 

 

 

 

 

別の学生を登録する場合はクリックして追加する 


